
「
臨
床
検
査
」
は
、
広
義
に
病
態
診
断
に
用
い
る
全
て
の
医
療
行
為
を
包
含
す
る
。
本
来
、
こ
の
臨
床
検
査
は
医
師
自
ら
実
施
し
て
き
た

が
、
今
世
紀
半
ば
よ
り
医
療
行
為
の
多
彩
化
と
と
も
に
、
検
査
技
師
の
身
分
法
が
制
定
さ
れ
（
昭
三
三
）
、
さ
ら
に
、
そ
の
業
務
内
容
が
拡
大

さ
れ
る
に
従
い
、
法
改
正
（
昭
四
五
）
の
も
と
、
病
態
診
断
に
必
要
な
諸
検
査
を
広
く
専
門
技
師
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
臨
床
検
査
と
機
器
の
関
わ
り
は
密
接
不
離
で
、
こ
と
に
今
世
紀
後
半
よ
り
顕
著
と
な
っ
た
。
そ
の
変
遷
を
つ
ぎ
に
概
観
、
要

述
す
る
。

会
長
講
演

と
な
る
Ｉ

人
間
と
道
具
、
機
械
の
関
わ
り
の
変
遷
概
要
は
、
㈲
自
然
界
の
物
体
、
動
物
を
道
具
と
す
る
、
口
人
工
的
道
具
の
考
案
（
鉄
器
な
ど
）
、
日

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
（
蒸
気
機
関
、
電
気
な
ど
）
に
よ
る
機
械
作
動
、
四
機
械
の
操
作
を
機
械
が
す
る
、
㈲
人
間
は
機
械
作
動
シ
ス
テ
ム
の
一
部

Ｈ
微
細
構
造
の
認
識

１

「
顕
微
鏡
」
の
造
語
は
、
中
国
翁
山
屈
大
均
「
廣
東
新
語
」
に
初
出
と
い
う
。
江
戸
期
の
後
藤
梨
春
「
紅
毛
談
」
（
一
七
六
五
）
、
三
浦
梅
園

概
説
・
日
本
に
お
け
る
臨
床
検
査
機
器
発
達
史

Ｉ
人
間
と
機
械
の
は
ざ
ま
で
Ｉ

寺
畑
喜
朔
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『
帰
山
録
草
稿
」
（
一
七
七
八
）
、
中
井
履
軒
「
顕
微
鏡
記
」
（
一
七
八
一
）
、
森
島
中
良
『
紅
毛
雑
話
」
（
一
七
八
七
）
、
司
馬
江
漢
『
以
顕
微
鏡
観

雪
花
図
」
（
一
七
九
六
）
、
桂
川
甫
周
「
顕
微
鏡
用
法
」
（
一
八
○
五
）
等
に
は
、
単
式
、
複
式
顕
微
鏡
が
紹
介
登
場
す
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
顕
微
鏡
を
疾
病
診
断
に
利
用
し
た
高
玄
龍
の
「
塁
鑑
」
（
文
化
六
年
、
一
八
○
九
）
は
注
目
に
価
す
る
。
本
書
で
は
筒
容
、

縮
伸
、
桶
容
の
三
種
の
顕
微
鏡
を
図
示
し
、
使
用
法
を
簡
記
し
、
各
種
の
人
体
の
排
出
物
を
濾
過
法
（
吉
野
紙
、
石
決
明
水
）
を
用
い
て
虫
体

を
観
察
し
て
い
る
。
広
義
の
本
邦
に
お
け
る
寄
生
虫
学
書
の
草
分
け
と
み
て
よ
い
・

明
治
期
と
な
り
、
ド
イ
ツ
医
学
を
医
学
教
育
の
範
と
し
て
以
来
、
彼
国
か
ら
徐
々
に
顕
微
鏡
が
輸
入
さ
れ
、
二
十
年
代
に
入
り
一
層
そ
の

需
要
が
高
ま
り
、
当
初
は
無
銘
の
ド
イ
ツ
製
顕
微
鏡
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
ラ
イ
ッ
、
ツ
ァ
イ
ス
、
ザ
イ
ベ
ル
ト
製
の
銘
品
が
輸
入
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
顕
微
鏡
の
導
入
に
よ
り
、
医
学
分
野
で
は
ミ
ク
ロ
の
形
態
認
識
が
高
ま
り
、
病
理
組
織
診
断
、
細
菌
、
血
液
細
胞
の
識
別
等
が
可

能
と
な
り
、
顕
微
鏡
は
病
床
診
断
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
国
産
顕
微
鏡
は
松
本
福
松
ら
に
よ
り
明
治
末
よ
り
試
作
さ
れ
、
つ
い
に
国

産
エ
ム
・
カ
テ
ラ
の
製
品
化
に
成
功
し
た
。

ま
た
、
顕
微
鏡
は
被
検
物
体
の
観
察
目
的
に
応
じ
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
偏
光
、
金
属
、
限
外
、
紫
外
線
、
蛍
光
、
位
相
差
、
電
子

の
各
種
顕
微
鏡
の
開
発
を
み
た
。
戦
後
は
戦
時
用
光
学
機
械
の
製
作
に
没
頭
し
て
い
た
メ
ー
カ
ー
ら
は
、
そ
の
主
力
を
顕
微
鏡
製
作
に
転
換

し
、
現
代
日
本
の
顕
微
鏡
水
準
の
基
礎
を
築
い
た
。
ま
た
、
そ
の
臨
床
応
用
も
連
動
し
て
活
性
化
し
、
幾
多
の
顕
著
な
成
果
を
残
し
た
。

日
本
に
お
け
る
化
学
に
対
す
る
関
心
は
、
江
戸
期
の
厚
生
新
編
、
舎
密
開
宗
、
化
学
新
耆
等
に
み
る
。
ま
た
明
治
初
期
の
大
阪
舎
密
局
、

京
都
舎
密
局
、
さ
ら
に
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
横
浜
に
お
け
る
司
薬
場
の
設
置
に
よ
り
近
代
化
学
の
教
育
と
実
験
が
始
ま
る
。

し
か
し
、
臨
床
医
学
で
化
学
的
手
法
が
最
初
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
尿
検
査
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
検
尿
必
携
」
（
石
塚
左
玄
、
明
九
）
の

巻
末
広
告
に
は
、
試
験
用
器
具
と
し
て
、
験
尿
計
、
液
量
器
、
試
験
管
、
硝
子
桿
、
玻
璃
皿
、
白
陶
皿
等
を
示
し
て
松
本
市
左
衛
門
方
よ
り

販
売
す
る
旨
伝
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
器
具
の
大
半
は
輸
入
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
既
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

口
生
体
成
分
と
そ
の
構
成
の
認
識
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関
心
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
。

更
に
現
代
は
Ｉ
Ｃ
化
と
な
る
。

日
生
体
機
能
の
客
観
的

近
代
臨
床
化
学
の
基
礎
づ
く
り
は
、
隈
川
宗
雄
が
ド
イ
ツ
よ
り
帰
朝
し
、
医
化
学
教
室
を
創
設
萌
二
四
）
し
て
以
来
で
、
尿
分
析
、
脂
質

分
析
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
方
、
内
科
領
域
で
は
人
体
の
新
陳
代
謝
に
対
す
る
関
心
の
萌
芽
に
よ
り
、
キ
エ
ー
ル
ダ
ー
ル
の
窒
素
測
定
装
置
等

の
導
入
に
よ
り
、
生
体
成
分
の
解
析
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
に
必
要
な
機
器
の
大
半
は
輸
入
に
依
存
し
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
・

第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
欧
州
か
ら
の
機
器
輸
入
が
途
絶
え
、
こ
こ
で
日
本
の
機
器
製
作
技
術
は
、
国
産
化
を
め
ざ
し
て
一
段
と
向
上
し

た
。
同
時
に
、
こ
の
頃
よ
り
分
析
機
器
の
開
発
導
入
が
積
極
的
と
な
り
、
分
光
装
置
、
微
量
分
析
装
置
等
の
登
場
と
な
る
。
し
か
し
、
日
常

の
実
地
臨
床
面
へ
の
応
用
は
、
大
学
研
究
室
に
止
ま
っ
て
い
る
。

戦
後
は
ア
メ
リ
カ
医
学
の
積
極
的
導
入
に
よ
り
、
臨
床
検
査
部
門
で
も
機
械
分
析
時
代
と
な
る
。
こ
の
頃
の
魁
と
し
て
、
手
細
工
の
光
電

比
色
計
を
つ
く
り
、
日
常
臨
床
に
広
く
応
用
し
た
柴
田
進
（
当
時
倉
敷
中
央
病
院
）
の
功
績
は
注
目
に
価
し
よ
う
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は

国
産
の
光
電
比
色
計
、
電
気
泳
動
装
置
等
が
開
発
、
市
販
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
機
会
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。

つ
い
で
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
分
析
装
置
の
作
動
力
学
は
、
真
空
管
に
代
わ
り
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
化
さ
れ
、
機
械
は
次
第
に
小
型
化
し
、

日
生
体
機
能
の
客
観
的
診
断

心
肺
機
能
を
客
観
的
に
観
察
し
よ
う
と
の
試
み
は
明
治
中
期
に
起
こ
る
。
書
誌
的
に
は
谷
口
謙
の
「
心
動
計
及
心
動
波
附
心
肺
動
」
（
陸
軍

軍
医
学
会
誌
、
五
三
号
、
明
二
五
）
を
み
る
。
こ
れ
は
胸
壁
の
心
悸
動
を
ゴ
ム
管
を
介
し
て
空
気
伝
道
さ
せ
、
円
柱
煤
煙
紙
に
描
画
す
る
（
マ
レ

ー
氏
心
動
計
に
よ
る
）
も
の
で
、
二
、
三
の
症
例
を
示
し
て
い
る
。
本
法
に
つ
い
て
の
追
試
報
告
は
な
い
・

下
平
用
彩
著
『
診
断
学
」
（
明
二
七
）
で
は
、
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
式
肺
気
量
計
、
ワ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
肺
気
圧
計
を
紹
介
し
、
こ
の
項
の
備
考
に

明
治
生
命
（
創
業
明
治
十
四
年
）
が
実
施
し
た
（
明
二
六
）
健
康
男
女
の
肺
活
量
統
計
が
示
さ
れ
て
い
る
。
生
命
保
健
会
社
の
肺
疾
患
に
対
す
る

ま
た
、
明
治
三
十
七
年
に
坂
本
隆
哉
は
「
電
音
計
」
を
考
案
製
作
し
、
本
器
に
よ
る
体
表
か
ら
の
内
臓
の
位
置
や
形
状
の
診
断
を
行
い
、
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明
治
三
十
九
年
の
第
二
回
同

普
及
を
み
る
に
止
ま
っ
た
。

固
胃
ｇ
く
目
は
絃
線
検
流
計
を
用
い
て
心
電
図
波
形
の
描
画
に
成
功
す
る
二
九
○
三
）
。
わ
が
国
へ
は
明
治
末
に
心
電
計
（
シ
ー
メ
ン
ス
製
）

が
輸
入
さ
れ
、
当
初
は
生
理
学
者
達
に
よ
り
研
究
が
な
さ
れ
、
内
科
医
が
彼
等
の
協
力
を
え
て
臨
床
応
用
し
た
。
最
初
の
報
告
は
第
十
回
日

本
内
科
学
会
（
大
二
）
で
、
石
原
誠
、
稻
田
龍
吉
、
酒
井
繁
ら
に
よ
る
。

国
産
心
電
計
の
誕
生
は
昭
和
八
年
で
、
ペ
ン
書
き
式
電
圧
心
電
計
（
横
河
電
機
製
、
日
本
医
療
電
会
社
出
品
）
で
、
第
九
回
日
本
医
学
会
（
昭

九
）
に
お
い
て
、
日
本
医
科
器
械
学
会
（
主
催
）
の
展
覧
会
に
本
機
が
展
示
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
価
格
は
一
五
○
○
円
、
ま
た
、
同
時
展
示
に

「
可
搬
型
エ
レ
ク
ト
ロ
カ
ル
ヂ
オ
グ
ラ
フ
」
（
シ
ー
メ
ン
ス
、
三
九
○
○
円
）
、
「
携
帯
用
エ
レ
ク
ト
ロ
カ
ル
ヂ
オ
グ
ラ
フ
」
（
ヘ
リ
ゲ
、
一
九
五
○

臨
床
検
査
が
格
段
に
進
歩
す
る
た
め
の
刺
戟
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
医
師
会
の
臨
床
検
査
指
針
の
提
示
で
あ
り
（
昭
三
五
）
、
こ
れ
に
拍
車

を
か
け
た
の
が
完
全
診
療
月
間
の
実
施
提
唱
で
あ
る
（
昭
四
三
）
。
そ
の
結
果
、
臨
床
検
査
の
実
施
要
望
項
目
が
質
量
と
も
に
増
大
し
、
第
一

線
医
師
へ
と
そ
の
裾
野
は
広
が
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
背
景
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
起
点
と
す
る
日
本
経
済
の
高
度
成
長
が
あ
り
、
そ
れ

に
伴
う
医
療
産
業
の
驚
異
的
発
展
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
二
十
年
代
後
半
に
入
り
、
椿

型
の
心
電
計
製
作
の
道
を
開
い
た
。

脳
波
現
象
の
発
見
は
、
出
口
扇
、

円
）
が
あ
っ
た
。

脳
波
現
象
の
発
見
は
、
塵
四
口
の
因
①
侭
閏
（
一
九
二
九
）
に
よ
る
が
、
日
本
で
最
初
に
関
与
し
た
の
は
山
極
一
三
（
一
九
三
四
）

八
年
頃
よ
り
同
志
達
に
よ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
当
初
は
手
造
り
脳
波
計
で
、
国
産
脳
波
計
は
昭
和
三
十
年
代
に
製
品
化
、

が
、
高
価
で
あ
っ
た
た
め
普
及
は
遅
れ
た
。

｜
回
日
本
聯
合
医
学
会
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
好
評
を
博
し
た
。
の
ち
研
究
会
を
組
織
し
、
若
干
の

福
田
エ
レ
ク
ト
ロ
が
オ
ー
ル
ト
ラ
ン

等
〈
タ
ー
熱
ペ
ン
直
記
式
を
開
発
し
、
年
を
追
っ
て
多
機
能
か
つ
小

で
、
昭
和
十

市
販
さ
れ
た

（4） 1



血
球
算
定
は
血
球
計
に
よ
る
が
、
本
邦
で
は
書
誌
的
に
み
て
明
治
十
三
年
頃
に
既
に
体
験
し
て
い
る
（
中
外
医
事
新
報
第
十
号
）
。
し
か
し
、

５

血
球
計
の
製
作
は
至
難
で
、
国
産
化
に
成
功
す
る
の
は
昭
和
八
年
（
萱
垣
栄
一
商
店
）
で
「
医
科
及
歯
科
器
械
図
録
」
（
昭
九
）
に
は
「
弊
店
精

和
四
十
年
代
に
入
り
、
［

駕
す
る
現
況
と
な
っ
た
。

戦
後
、
日
本
に
進
駐
し
た
米
軍
の
医
療
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
日
本
の
医
科
器
械
業
者
は
、
組
織
標
本
作
成
に
自
動
脱
水
包
埋
装
置
（
オ
ー

ト
テ
ク
ニ
コ
ン
）
の
作
動
を
み
る
。
早
速
東
京
大
学
工
学
部
青
木
保
雄
教
授
、
同
大
学
医
学
部
吉
田
富
三
教
授
ら
の
指
導
協
力
を
え
て
、
つ
い

に
同
類
装
置
の
製
作
に
成
功
す
る
（
サ
ク
ラ
ロ
ー
タ
リ
ー
、
昭
三
二
）
。
こ
れ
ら
の
機
械
の
使
用
は
、
日
本
に
お
け
る
自
動
化
の
出
発
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
分
野
の
関
連
作
業
は
、
元
来
多
段
階
の
操
作
を
要
す
る
の
で
、
染
色
や
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
研
磨
等
も
追
随
し
て
自
動
化
さ
れ
た
。

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
ぐ
①
５
国
こ
の
津
・
目
昌
里
『
禺
旨
ロ
西
○
の
目
巴
の
鱒
①
腸
の
は
、
化
学
分
析
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

（
サ
ン
プ
ラ
ー
、
ミ
キ
シ
ン
グ
コ
イ
ル
、
比
例
秤
量
ポ
ン
プ
、
透
析
分
離
器
、
加
熱
槽
、
比
色
計
、
記
録
か
ら
成
る
）
を
考
え
、
一
九
五
三
年
頃
オ
ー

ト
ァ
ナ
ラ
イ
ザ
ー
（
フ
ロ
ー
方
式
）
の
試
作
機
を
つ
く
り
、
四
年
後
商
品
化
に
成
功
し
た
。
日
本
で
は
一
九
五
九
年
東
洋
醸
造
が
グ
ル
コ
ー
ス

分
析
の
た
め
、
同
機
を
最
初
に
使
用
す
る
。
翌
年
、
国
立
東
京
第
一
病
院
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
導
入
し
、
臨
床
応
用
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。
本
機
は
画
期
的
な
自
動
化
学
分
析
装
置
と
の
評
価
を
え
て
、
順
次
多
項
目
同
時
分
析
装
置
へ
と
改
良
製
作
さ
れ
、
ユ
ー
ザ

さ
ら
に
、
自
動
化
が
推
進
さ
れ
て
い
く
根
底
に
は
、
病
院
に
お
け
る
集
約
化
（
中
央
検
査
室
制
度
）
、
多
数
検
体
処
理
、
省
力
化
（
要
員
及
技

術
削
減
）
、
迅
速
化
、
採
算
性
等
の
時
代
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
リ
ー
ス
制
度
（
昭
三
八
）
が
発
足
し
、
高
額
機
械
の
導
入
が
容
易
と

な
り
、
臨
床
検
査
の
自
動
化
は
常
識
と
な
っ
た
。

－
の
期
待
に
こ
た
え
た
。

一
方
、
フ
ロ
ー
方
式
と
原
理
を
異
に
し
た
デ
イ
ス
ク
リ
ー
ト
方
式
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ケ
ミ
ス
ト
が
登
場
す
る
（
一
九
五
九
）
。
日
本
で
は
昭

四
十
年
代
に
入
り
、
日
立
、
ヤ
ト
ロ
ン
、
オ
リ
ン
パ
ス
…
…
が
順
次
こ
の
方
式
を
開
発
し
、
や
が
て
は
外
国
製
品
と
比
肩
し
、
さ
ら
に
凌

回
臨
床
検
査
の
自
動
化

（5）



密
研
究
部
粒
々
辛
苦
の
結
晶
、
舶
来
品
を
遥
に
凌
駕
脾
睨
す
る
優
秀
品
」
と
出
来
ば
え
ぶ
り
を
誇
示
し
、
広
告
し
て
い
る
。
こ
の
血
球
計
は

陸
軍
衛
生
材
料
廠
検
定
付
で
、
軍
の
後
楯
で
市
販
の
拡
張
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
血
球
算
定
も
従
来
の
顕
微
鏡
に
よ
る
目
算
法
か
ら
自
動
算
定
と
な
る
。
国
産
自
動
血
球
計
算
器
は
外
国
製
に
追
随
し
、

島
津
製
作
所
で
第
一
号
弓
用
‐
ｇ
が
誕
生
し
た
（
昭
三
三
）
。
こ
の
種
の
装
置
は
、
化
学
分
析
装
置
同
様
、
年
を
追
っ
て
多
項
目
を
算
定
す
る

方
向
へ
発
展
し
た
。

臨
床
検
査
領
域
の
自
動
化
の
主
流
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
一
九
八
○
年
代
後
半
に
は
、
尿
の
定
性
、
細
菌
の
薬
剤
感
受
性
、
免
疫

血
清
反
応
等
に
つ
い
て
も
、
自
動
化
が
推
進
さ
れ
、
今
日
で
は
日
常
検
査
と
し
て
こ
れ
ら
の
自
動
装
置
を
活
用
し
て
い
る
。

一
方
、
機
器
の
発
達
と
並
行
し
て
試
薬
の
キ
ッ
ト
化
が
定
着
し
、
日
常
業
務
で
あ
っ
た
試
薬
の
調
整
は
極
度
に
限
定
さ
れ
、
測
定
に
必
要

な
器
具
等
の
多
く
も
デ
ィ
ス
ポ
製
品
に
転
換
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
洗
源
作
業
も
僅
少
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
検
査
室
必
須
の
機
械
で
あ
っ
た
天
秤
、
恒
温
槽
、
孵
卵
器
等
は
、
一
部
の
検
査
を
除
き
、
自
動
化
の
流
れ
に
よ
っ
て
日
々
疎
遠

と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
日
本
に
お
け
る
病
態
診
断
に
必
要
な
臨
床
検
査
と
そ
れ
に
関
わ
る
機
器
の
発
達
を
概
観
し
た
。

先
人
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
を
厳
し
い
試
練
の
も
と
で
国
産
化
を
め
ざ
し
て
き
た
が
、
こ
れ
こ
そ
日
本
人
の
創
造
性
に
よ
っ
て
世
に
出
た

と
い
う
機
械
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
種
の
機
械
に
接
し
類
型
を
造
り
出
す
と
、
こ
れ
を
更
に
改
良
し
て
使
用
者
の
要
望
に
合
致
す

る
機
械
づ
く
り
に
は
、
長
け
た
技
量
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
間
と
機
械
が
共
存
す
る
現
代
の
社
会
環
境
は
先
進
国
に
共
通
し
て
い
る
。
機
械
が
人
間
に
供
与
し
た
利
点
は
数
多
い
が
、
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意
外
に
欠
点
に
対
す
る
関
心
は
薄
い
。
今
日
の
日
本
の
農
業
は
、
農
作
機
械
、
肥
料
、
農
薬
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
臨
床
検

査
分
野
で
も
、
そ
の
態
様
は
全
く
同
一
で
あ
る
。

人
間
は
機
械
の
主
人
公
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
や
や
も
す
れ
ば
機
械
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
こ
の
危
倶
は
払
拭
出
来
な
い
。
機
械
文

明
に
溺
れ
る
こ
と
に
よ
り
最
も
憂
慮
さ
れ
る
の
は
、
「
医
療
の
本
質
が
見
失
わ
れ
て
い
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
精
神
文
明
の
登
場
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
金
沢
医
科
大
学
臨
床
病
理
学
）

７ （7）


